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広 告 ( ち は る 歯

新年のあいさつ 

 新年明けましておめで

とうございます。 

昨年は、NPO法人化とい

う大きな節目となり、事

業規模も拡充され、県の

事業受託等を担い、事務

局体制も私含め３名とな

るなど、基盤強化に努力しています。 

今年は、沖脊会創立30年で続いての節目

になります。 

先人達が築いてきた沖脊会活動を振り返

るとともに、これからの展望を切り開く機

会として、記念事業を予定していますの

で、会員各位のご協力をお願いすると共

に、会員並びに関係各位の皆様のご健康を

祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせて頂き

ます。 

 理事長  仲根建作 

パーキングパーミット制度について 

那覇市版パーキングパーミット制度が昨

年導入されました。この制度は、障がいが

あって歩行困難な方が那覇市の障がい福祉

課へ申請して交付される「那覇市身体障害

者用駐車場利用認定証」を車のルームミ

ラーに掛けたり、外から見やすい位置に掲

示したりすることで、那覇市内の公共施設

やスーパー等にある車いすマークのある駐

車場を利用する

事ができる制度

に な っ て い ま

す。この制度が

できた目的の一

つに、他の駐車

場 利 用 者 の マ

ナーやモラルを

守ってもらう為

を目的としてい

ます。 
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私も昨年、申請し駐車の際には活用して

いますが課題が多いようにも思えます。 

まず、このパーキングパーミット制度が市

民に対して分かりにくいこと、広報がしっ

かりされていないこと等が挙げられます。

この制度の良い悪いは別にして、驚いたこ

とがあります。それは、協力施設や対応し

ている事業所の数（昨年9月27日現在、銀

行、スーパー、病院、公共施設、官庁等含

め24カ所）が絶対的に不足しているとい

う事です。使用される場所が、極めて限定

的であるように思えます。 

沖縄県より先に那覇市が取り組みはじめ

たパーキングパーミット制度ですが、課題

は山積みだと思われてなりません。いずれ

にしても私たち当事者がその制度のあり方

や意義について知り学ぶ事が大切であり、

また、現在は那覇市だけが取り組んでいま

すが福祉課の窓口に改善や要望、そして本

当に必要としている方が一人でも多く利用

できるように協力施設が増えていく事等、

那覇市に限らず県や市町村の行政も学び努

力していくべきだと思います。（伊波） 

沖縄県身体障害者福祉大会と作品展 

去る12月14日(土)、名護市民会館にお

いて第48回沖縄県身体障害者福祉大会と

第58回沖縄県身体障害者福祉展が開会さ

れ参加してきました。福祉展は11日(水)

から開催されており、障がいを持つ仲間た

ちが創作した絵画や縫製品、工作品など多

数展示されていました。 

福祉大会は、表彰などを行う式典の部と

大会宣言（案）の採択、第2部では全身性

エリトマトーデスという難病をかかえなが

らもユニバーサルブライダルアドバイザー

として活躍している「高良美佐代」さんと

名護市身体障害者福祉協会の大城松健さん

が「未来予想図～愛がたどりつく場所～」

と題して対談形式で講演を行いましたが、

とても有意義な内容でした。参加した皆さ

んも良い刺激になったと思います。(大城) 

 

◆◆ 今後の予定 ◆◆ 

2/6(木) 観光バリアフリーサポーター育成 

事業開催（石垣） 

2/7(金) 観光バリアフリーサポーター育成 

事業開催（宮古） 

2/28(金)～3/1(土) 

 障がい者IT支援機器体験・展示会及び

活用シンポジウム開催 

（沖縄県総合福祉センター ゆいほーる ） 
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日常用車いすでハーフマラソンに 

挑戦～ぎのわん車椅子マラソン 

昨年の12月8日に行われた「ぎのわん車

いすマラソン」のハーフ部門に日常用の車

いすで参加しました。若い頃から車いすバ

スケ、マラソンなどをしていたのですが、

平成13年頃から生活にゆとりが無くな

り、仕事に没頭するようになり車いすス

ポーツからも遠のいていました。60歳

（還暦）が迫った一昨年頃から急に体力の

衰えを感じるようになり、時間があるとき

にはジョギング程度の運動を再開していた

ので、今回の挑戦は自分の体力の衰えを確

認するのが第一の目的でしたが、体力は予

想以上に衰えていました。そもそも「ぎの

わん車いすマラソン」に申込みをしたのは

砂川さんがバスケ用の車いすで参加すると

聞いたので、「負きてーならん」と、申込

期限が延長されたときに私も申込みをした

のですが、砂川さんは参加してなく、競争

相手もいない中で一人黙々と車いすを漕い

で、最後の折り返しを目前にして後ろから

オートバイで来た係員にタイムオーバーで

す、そこで折り返して下さいと告げら、あ

えなく途中失格となりました。失意の中、

一人歩道へ上がり、とぼとぼと発着地点ま

で帰りました。残り１キロちょい、だった

けどねぇ〜、来年は完走するぞ！（枝川） 

事務局に新メンバー加わる！ 

ども、砂川です！12

月末をもって思い切っ

て「脱サラ」し、１月

から沖脊協の事務局に

入ることにしました。

名刺上の肩書きが「理

事／ＩＴサポートマ

ネージャー」となって

いる通り、元システム

屋でIT歴30年の知識を皆さんの生活や沖

脊協に関連するプロジェクトに活かせるよ

うお役に立ちたいと思っています。 

現在、このしゃりん109号に同封されて

いる「障害者IT支援機器等体験・展示会

及び活用シンポジウム」やその他プロジェ

クトなどの事務作業に追われ、慣れないこ

とだらけで大忙しな毎日です。（砂川） 

     事務所も改装↓ 

障害者IT支援機器等体験・展示会 

及び活用シンポジウムやります！！ 

しゃりんに同封しているチラシについてです

が、簡単に言うと上里一之さんのような「首

から下の完全麻痺やALSの最重度の方」へのコ

ミュニケーション支援機器・ソフトを体験展

示しています。目玉は目の動きを検知してマ

ウスカーソルが連動する「視線入力機器」。 

おもしろいんで是非おいでください。 
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障がい者支援施設訪問交流実施中 

（都屋の里、仁愛療護園、松原園） 

障がい者支援施設訪問交流事業の一環

で、短い期間に一気に４ヶ所の障害者支援

施設を訪問してきました。 

12月1日に「都屋の里」、12月23日に

「仁愛療護園」、1月5日に「松原園」、1

月19日に「ソフィア」を訪れ、ざっくば

らんな内容ではありましたが入所している

皆さんと交流をしながらいろいろな話を聴

かせていただきました。 

予想以上に新聞やインターネット等の活

用しての社会情報の取得手段が弱く、地域

生活への移行の会話をすることは難しい状

況でした。 

タブーなのか？あきらめているのか？ 

地域生活移行のチャレンジのために施設

を飛び出すと、施設Uターンは選択できな

いことから躊躇させざる負えない現実があ

ります。 

離島、家庭崩壊と帰れない理由・・・。 

 

 ～歳末助け合い街頭募金活動～ 

役員メンバー5名

パレット くもじ

前で歳末 助け合

い募金活 動を行

いました。 

好天で日 差しも

強いぐらいでした。思ったより五百

円、千円も多くうれしかった（仲根） 

多面的困難を抱えている仲間を支えるた

めに、地道な訪問による信頼作りが必要

だと思いました。（仲根） 

 


